中等教育における「ヒトの遺伝」の導入に向けたワークショップ

　最近の遺伝子研究の成果が急速に医療に活用されつつあります。一般国民における遺伝リテラシー向上のためには、中等教育における「ヒトの遺伝」の導入が求められます。今回、中等教育現場の現状・問題点や要望を共有し、「ヒトの遺伝」について中等教育でどのように扱っていったらよいかの課題・方策を考えていくワークショップを開催します。ぜひ、ご参加ください。
日時
1月13日（月・祝　成人の日）

午前10時から午後4時
場所
文京区民センター　3A会議室


http://www.city.bunkyo.lg.jp/gmap/detail.php?id=1754

　　　　　

都営三田線・大江戸線「春日駅A2出口」徒歩2分
東京メトロ丸ノ内線「後楽園駅4b出口」徒歩5分
東京メトロ南北線「後楽園駅6番出口」徒歩5分
都バス（都02・都02乙・上69・上60)春日駅徒歩2分
プログラム
進行　渡邉淳　（日本医科大学付属病院遺伝診療科）
１．問題提起「新教育課程」について
白石直樹　（東京都立豊島高校）


２．最近の人類遺伝学の進歩　

櫻井晃洋　（札幌医科大学医学部遺伝医学）
３．特別講演　「遺伝疾患患者から中高生への熱いメッセージ」





鈴木信行　（日本二分脊椎協会元会長）
昼食　（ビデオ供覧　劇団GENETOPIA製作の遺伝ドラマ「あなたのそばに」）
４．実践例：高校での取り組み
鈴木恵子（法政女子高校）


大野智久（東京都立新宿山吹高校）


菅野治虫（埼玉県立蕨高校）


蒔田芳男（旭川医科大学医学部教育センター）
５．方策例：教員に向けた手引き書の作成に向けて―課題の抽出・内容の吟味
６．遺伝関連用語の整理


市石博　（東京都立国分寺高校）
対象・人数
中学・高校教員等で、「ヒトの遺伝」教育導入に興味のある方　50名
費用

無料
申し込み方法
メール genetic.edu.ws@gmail.com にて受け付けます


氏名、所属、連絡先、WSへのご要望　をお送りください
主催
日本遺伝カウンセリング学会遺伝教育委員会、日本人類遺伝学会教育推進委員会
共催
東京都生物教育研究会教育課程委員会、神奈川県生物教育研究会
連絡・問合せ先　genetic.edu.ws@gmail.com　
中等教育における「ヒトの遺伝」の導入に向けたワークショップ　事務局
